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　令和 6 年第 5 回定例会を９月 3 日から 24
日までの 22 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和 5 年度大阪府茨木
市一般会計決算認定について」などの議案、
決算、意見書等を審議しました。

９月定例会

スマートフォンスマートフォン
等で読み取るこ等で読み取るこ
とができます。とができます。

おにクル開催イベント「お月見フェス」展示　（9月 15日）
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イ
ナ
保
険
証
に
統
一
さ
れ
る
が
、
廃
止

後
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
し
て
い
な

い
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
利
用
登
録

が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
操
作
は
困
難
だ
と

思
う
が
、
登
録
に
関
し
、
応
援
体
制
は

あ
る
の
か
。

12
月
１
日
ま
で
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

有
効
期
限
ま
で
現
行
の
保
険
証
が
使
用

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
に
加
入
・
変

更
が
あ
る
場
合
や
、
期
限
後
、
マ
イ
ナ

保
険
証
が
な
い
方
に
は
代
わ
り
と
な
る

資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
予
定
で
あ

る
。
利
用
登
録
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

に
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
け
て
い
る
ほ

か
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
医
療

機
関
等
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

本
市
の
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
年

齢
や
所
得
、
要
介
護
度
な
ど
の
利
用
条

件
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
対
象
外
の
要

支
援
で
あ
っ
て
も
タ
ク
シ
ー
を
必
要

と
す
る
方
が
相
当
数
お
ら
れ
る
と
考
え

る
。
高
齢
者
の
移
動
に
関
す
る
課
題
は

大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
を
勘
案
し
て
対
象
を
拡
充
す
る

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方

の
外
出
機
会
を
増
や
し
、
生
活
の
質
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

本
市
の
公
共
交
通
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
今
後
、
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
が
介
護
予

防
に
つ
な
が
る
の
か
検
証
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
結
果
や
他
市
で
の
取
組
み

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

令
和
６
年
12
月
か
ら
現
行
の
健

康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ

近
隣
他
市
で
は
一
定
の
条
件
の

も
と
、
公
園
等
で
の
手
持
ち
花

火
の
使
用
を
認
め
て
い
る
市
も
あ
る

が
、本
市
は
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
会
等
の
団
体
が
こ
ど
も
た
ち
の
た

め
の
行
事
を
開
催
す
る
場
合
な
ど
に

は
、責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
た
上
で
、

許
可
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
が

ど
う
か
。令

和
５
年
11
月
に
、
こ
れ
ま
で

禁
止
し
て
い
た
公
園
内
に
お
け

る
物
品
販
売
等
の
行
為
を
一
定
の
条
件

の
も
と
、
市
長
が
許
可
す
る
制
度
を
設

け
た
。
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
自
治

会
等
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
許

可
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

公
園
等
に
お
け
る
手
持
ち
花
火
の

使
用
に
つ
い
て

問

問マ
イ
ナ
保
険
証
統
一
に
向
け
た
対
応
は

問 答

上記二次元コード
から録画配信をご
覧いただけます。

第５回定例会 　一般質問

答

答

  

大
阪
維
新
の
会

  

川
口
　
元
気

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
の

対
象
拡
充
を   

公
　
明
　
党

  

青
木
　
順
子

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

下
野
　
　
巖

　９月 3日、４日の 2日間にわたり、一般質問を行いました。
　主な質問内容は次のとおりですが、誌面の都合上、質問の一部しか掲載
できません。詳しい内容は、市議会ホームページ等で公開予定の会議録を
ご覧ください。（11月下旬予定）

市内薬局処方せん窓口に設置されている
マイナンバーカードリーダー
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一般質問

市
議
会

だ
よ
り

本
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
数
は
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
２
０
年
の
20
年
間
で
約
2.6
倍
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
ご
自
身
の
葬
儀
や
納
骨
に
不
安

が
あ
る
方
に
対
し
、
葬
祭
事
業
者
と
の

生
前
契
約
を
市
が
支
援
す
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
個
人
の
尊
厳
や

死
後
の
自
己
決
定
権
を
保
障
す
る
こ

と
、
ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
方
の
葬
儀

等
に
係
る
行
政
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
死
後
の
手
続
き
支

イ
コ
ク
ル
い
ば
ら
き
内
に
設
置

予
定
の
大
型
商
業
施
設
に
関
し
、

大
店
立
地
法
に
基
づ
く
届
出
が
あ
り
、

縦
覧
期
間
中
で
あ
る
。
説
明
会
は
隣
接

す
る
目
垣
地
区
で
実
施
す
る
よ
う
求
め

て
き
た
が
、
説
明
会
の
内
容
と
開
催
ま

で
の
経
緯
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

審
議
会
で
は
、
当
該
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
実
施
後
の
状
態
も
踏
ま
え
た

審
議
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

終
活
支
援
に
つ
い
て

イ
コ
ク
ル
い
ば
ら
き
に
お
け
る

商
業
施
設
の
届
出
に
つ
い
て

答問

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

答

  

日
本
共
産
党  

  

大
嶺 

さ
や
か

問

８
月
に
開
催
し
た
説
明
会
に
は

約
20

人
が
参
加
し
、
周
辺
の
交

通
や
店
舗
の
規
模
、
防
犯
対
策
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
質
問
が
あ
っ

た
。
設
置
者
に
は
、
目
垣
地
区
で
も
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
、
ま
た
、
目
垣
自

治
集
会
所
の
使
用
を
自
治
会
に
打
診
し

た
が
、
収
容
人
数
の
関
係
か
ら
、
玉
島

公
民
館
で
２
回
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
審
議
会
で
は
、
事
業
の
全
体
像
を

踏
ま
え
、
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

  

会
派
に
所
属

　
　 

し
な
い
議
員

  

米
川
　
勝
利

援
等
の
相
談
は
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
。

支
援
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
先
行
し
て

実
施
し
て
い
る
他
市
の
取
組
み
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
相
談
体
制
の
あ
り
方

や
取
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

  

い
ば
ら
き

　
　 

未
来
の
会

  

西
本
　
睦
子

成
年
後
見
制
度
を
安
心
し
て
利
用

で
き
る
体
制
づ
く
り
を

国
の
計
画
に
お
い
て
、
成
年
後

見
制
度
の
運
用
に
あ
た
り
、
財

産
保
全
の
み
が
重
視
さ
れ
、
本
人
の
意

思
尊
重
の
視
点
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
権
利
擁

護
と
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
と
取
組
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

問

イコクルいばらきイメージ

後
見
制
度
に
関
す
る
多
様
な
相
談
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。認

知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
方
も
、
地
域
で
自

分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
等
を
進
め
て
い
く
。
相
談
に

関
し
て
は
、
内
容
等
を
十
分
に
共
有
す

る
な
ど
、
庁
内
関
係
課
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
相
談
者
の
意
向
に
応
じ
て
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答
医
療
的
ケ
ア
児
・
者
は
、
通
常

の
避
難
所
で
は
必
要
な
ケ
ア
が

受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
災
害

支
援
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

方
へ
の
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

そ
の
他
の
災
害
弱
者
の
方
々
へ
の
支
援

に
も
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
現
段
階
で
の
課
題
や
そ
れ
に
対

す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

災
害
時
の
医
療
的
ケ
ア
児・者
支
援
は

問

  

公
　
明
　
党

  

松
本
　
泰
典
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べ
き
と
考
え
る
。
商
品
券
の
発
行
や

水
道
・
下
水
道
料
金
の
軽
減
な
ど
が

有
効
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
新
た
に

発
生
し
た
米
不
足
に
伴
う
米
価
上
昇

や
バ
ス
運
賃
の
値
上
げ
等
も
市
民
生

活
を
直
撃
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
応

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、電
気・

ガ
ス
代
や
ガ
ソ
リ
ン
代
に
対
す

る
国
の
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
る
状

況
も
あ
る
た
め
、
水
道
・
下
水
道
料

金
等
の
軽
減
策
を
行
う
考
え
は
な
い
。

ま
た
、
バ
ス
運
賃
の
値
上
げ
に
対
し
、

市
で
補
填
す
る
考
え
は
な
い
。
物
価

高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
定

額
減
税
や
調
整
給
付
金
等
の
支
給
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
、
国
施
策
の
動
向
や
社
会
情
勢
を

注
視
し
つ
つ
、
局
面
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
く
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
数

の
把
握
、
対
応
可
能
な
避
難
所

の
検
討
や
電
源
確
保
等
、
対
象
者
の
性

質
や
受
け
入
れ
施
設
等
に
応
じ
て
多
く

の
部
局
に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
庁
内
関
係
部
局
が
課
題
や

解
決
へ
の
方
向
性
を
共
有
、
認
識
し
、

組
織
的
に
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

の
か
。
本
市
に
お
い
て
も
、
補
聴
器
購

入
支
援
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
府
内
で
支
援
制
度
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

加
齢
性
難
聴
に
関
す
る
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
チ
ラ
シ
を
配
付

し
補
聴
器
の
正
し
い
利
用
に
よ
る
聞
こ

え
の
改
善
効
果
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

な
お
、
健
康
診
断
の
受
診
勧
奨
に
加
え
、

予
防
や
治
療
の
た
め
の
医
療
機
関
受
診

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
周
知
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
府
内
で
補
聴
器
購
入

の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
令

和
６
年
８
月
末
現
在
、
13
市
町
で
あ
る
。

誘
致
病
院
へ
の
財
政
的
支
援
に

つ
い
て
、
市
民
へ
正
し
い
情
報

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
誘
致
病
院
の
事
業
者
候
補
者
募

集
要
項
お
よ
び
基
本
整
備
構
想
で
は
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

募
集
要
項
で
は
、
誘
致
病
院
の

整
備
に
あ
た
り
国
等
の
補
助
対

象
と
な
る
場
合
は
本
市
と
協
議・
調
整

の
上
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
開

院
後
は
本
市
の
既
存
補
助
金
に
よ
る
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
本
整
備
構
想
で
は
、
事
業
者
が
整
備・

運
営
を
行
う
と
す
る
一
方
、
用
地
の
譲

渡
や
貸
与
、
建
設
工
事
費
や
運
営
費
に

対
す
る
支
援
が
考
え
ら
れ
る
旨
を
記
載

し
て
お
り
、
本
市
の
財
政
状
況
や
施
策

と
の
バ
ラ
ン
ス
、
医
療
情
勢
や
国・
府

の
補
助
金
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
事
業
の
継
続
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
最
適
な
公
的
支
援
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。

合
成
洗
剤
の
有
害
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
多
く
の
方
に
加
齢
性

難
聴
が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

加
齢
性
難
聴
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問

答

公
共
施
設
に
安
全
な
洗
剤・せ
っ
け
ん
を

誘
致
病
院
へ
の
財
政
的
支
援
に
つ
い
て

財
政
黒
字
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策
を

問

問

答

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き  

日
本
共
産
党  

  

朝
田
　
　
充

 

自
由
民
主
党
・
絆

   

塚
　
　 

理

答

  

会
派
に
所
属

　
　 

し
な
い
議
員

  

山
下
　
慶
喜

答

問

一
般
会
計
収
支
の
黒
字
額
を
活

用
し
た
物
価
高
騰
対
策
を
行
う

　市議会では、本会議の会議録を定例会、
臨時会ごとに発行しています。
　市役所南館１階の情報ルーム、各図書館
で自由に閲覧できますので、ご利用くださ
い。
　また、市議会ホームページでもご覧いた
だけます。

(https://www.
kensakusystem.jp/ibaraki-s/
index.html)

会議録を閲覧できます
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市
議
会

だ
よ
り

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
多

く
の
市
民
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
情
報
を
共
有
し
、
共
感
を
深
め
、

共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
市
民
参
加
を
促
す
取
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
、
庁
内
に
お
い

て
共
創
の
概
念
の
浸
透
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
民
の

関
わ
り
し
ろ
を
広
げ
る
た
め
の
情
報
共

有
の
手
段
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
考
え

は
あ
る
か
。

取
組
み
の
概
念
と
な
る
「
茨
木

版
共
創
」
の
作
成
に
あ
た
り
、

関
係
各
課
が
参
加
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
を
検
討
す
る
な
ど
、
庁
内
に
お
い
て

も
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
浸
透
さ
せ
て

本
市
で
は
茨
木
市
公
金
保
管
・
運

用
指
針
に
基
づ
き
各
種
基
金
を
運

用
し
て
お
り
、
債
券
に
よ
る
運
用
は
国
債
、

地
方
債
、
政
府
保
証
債
に
限
定
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
金
利
の
解
除
等
、
経
済
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
よ
り
積
極
的
な
基
金

運
用
を
行
う
素
地
を
作
る
た
め
に
も
、
運

用
債
券
に
地
方
公
共
団
体
金
融
公
債
や
財

投
機
関
債
等
も
加
え
る
よ
う
指
針
を
改
定

し
て
は
ど
う
か
。

公
金
の
保
管・
運
用
に
つ
い
て
は
安

全
性・
確
実
性
を
最
優
先
に
、
よ
り

有
利
な
方
法
で
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
債
券
を
指
針
に
盛
り
込
む
こ
と
に

つ
い
て
は
、各
々
の
破
綻
リ
ス
ク
お
よ
び
安

全
性・確
実
性
に
加
え
、
よ
り
有
利
な
運
用

方
法
の
視
点
に
立
ち
検
討
し
て
い
く
。

か
。
公
共
施
設
で
は
、
安
心
安
全
な
洗

剤
・
せ
っ
け
ん
を
用
い
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
や
手
洗

い
場
、
ま
た
給
食
の
調
理
現
場
で
は
何

を
使
用
し
て
い
る
の
か
。
中
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
市

役
所
を
は
じ
め
、
市
の
公
共
施
設
で
は

ど
う
か
。合

成
洗
剤
に
つ
い
て
は
、
使
用

上
の
注
意
や
使
用
量
を
守
ら
ず

使
用
し
た
場
合
、
何
ら
か
の
人
体
へ
の

影
響
の
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
や
手
洗
い

場
で
は
薬
用
せ
っ
け
ん
液
を
、
小
学
校

の
給
食
場
は
直
営
校
、
委
託
校
共
に
粉

せ
っ
け
ん
を
使
用
し
て
い
る
。
中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

り
、
引
き
続
き
事
業
者
と
調
整
し
て
い

く
。
公
共
施
設
に
お
い
て
は
、
直
営
や

指
定
管
理
等
、
施
設
に
よ
り
購
入
者
が

異
な
る
が
、
健
康
に
配
慮
し
た
上
で
選

定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

い
き
た
い
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
の
一
緒
に
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
や
、
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ
＠（
イ
バ
ラ
ボ
）広
場
の
よ

う
な
皆
で
試
し
て
み
る
社
会
実
験
な

ど
、
参
加
・
体
験
を
通
じ
た
情
報
共
有

や
、
参
加
者
自
身
に
よ
る
情
報
発
信
等

に
よ
り
共
感
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

情
報
共
有
を
基
調
と
し
た
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
を

問

答

答

  

公
　
明
　
党

  

坂
口
　
康
博

3 月におにクルで開催された「茨木共創会議」

  

大
阪
維
新
の
会

  

萩
原
　
　
佳

積
極
的
な
歳
入
確
保
の
検
討
を

答 問

市議会のうごき

７　
月

４日 総務常任委員会

８日 議会広報委員会

22 日 総務常任委員協議会

25 日
幹事長会
文教常任委員会

26 日

北部地域整備対策
特別委員会
市街地整備対策
特別委員会
建設常任委員会

８　
月

7 日 議会広報委員会

19 日 市民会館跡地等整備対策
特別委員会

28 日
幹事長会

議会運営委員会

９　
月

3 日 本会議（初日）

4 日 本会議（２日目）

６日
民生常任委員会
建設常任委員会

9 日 総務常任委員会

10 ～
13 日 一般会計決算特別委員会

17 日 市民会館跡地等整備対策
特別委員会

19 日
幹事長会

議会運営委員会

24 日

本会議（最終日）
市街地整備対策
特別委員会
北部地域整備対策
特別委員会

25 日 議会広報委員会
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設
置
等
が
あ
り
、
う
ち
総
務
課
所
管

の
目
的
外
使
用
料
は
、
令
和
３
年
度

が
約
２
，２
０
１
万
円
、
４
年
度
が
約

２
，０
８
７
万
円
、
５
年
度
が
約
２
，

３
８
６
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
過
去
３

年
間
に
お
い
て
、
新
た
な
使
用
目
的
に

よ
る
許
可
案
件
は
な
い
。

令
和
５
年
度
の
実
質
収
支
は
11
．

８
億
円
と
大
き
な
黒
字
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
財
源
を
市
民
福
祉
向
上
に
活
用

市
独
自
の
収
入
を
得
る
た
め
、

行
政
財
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、

収
益
を
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
行

政
財
産
の
目
的
外
使
用
料
の
具
体
的
な

内
容
と
、
そ
れ
ら
の
過
去
３
年
分
の
金

額
は
。
ま
た
、
過
去
３
年
間
で
新
た
に

取
り
入
れ
た
も
の
は
あ
る
か
。

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
許
可

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
に
お

け
る
自
動
販
売
機
の
設
置
や
、
市
庁
舎

に
お
け
る
郵
便
局
や
銀
行
A
T

M
の

問

自
動
販
売
機
設
置
に
よ
る
目
的

外
使
用
料
収
入
に
つ
い
て
、
平

成
18
年
度
実
績
は
24
台
設
置
で
約
17
万

円
の
使
用
料
収
入
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
公
募
に
よ
る
設
置
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
経
営
的
視
点
か
ら
の
取
組
み
と
し
て

評
価
す
る
。
令
和
５
年
度
の
設
置
台
数

と
使
用
料
収
入
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
災
害
対
応
型
の
設
置
状
況
は
。

さ
ら
に
、
公
募
を
開
始
し
た
平
成
22
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
累
積
実
績

額
は
。令

和
５
年
度
の
自
動
販
売
機
の

設
置
台
数
は
96
台
、
う
ち
災
害

対
応
型
は
35
台
で
あ
り
、
使
用
料
収
入

は
３
，
９
７
３
万
４
，５
０
０
円
で
あ
っ

た
。
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
目
的
外
使
用
料
の
累
計
実
績
額
は

約
４
億
６
，
１
４
７
万
円
で
あ
る
。

自
動
販
売
機
設
置
に
よ
る
収
入
増
は

答

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

問

一般会計決算特別委員会での関係書類審一般会計決算特別委員会での関係書類審査査

財
政
状
況
に
対
す
る
施
策
展
開
に
つ
い
て

行
政
財
産
を
活
用
し
た
歳
入
は

問

答

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

一般会計決算特別委員会　質 疑
　「令和５年度大阪府茨木市一般会計決算」の審査が付託された一般会計決算特別委員会は、
下野　巖 委員（自由民主党・絆）を委員長に選任し、9 月 10 日・11 日・12 日の３日間に
わたり、関係書類の審査を行ったのち、13 日に質疑を行い、委員会としての採決を行いました。
　その後、9 月 24 日の最終本会議における採決で、賛成者多数で認定しました。

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

財
政
調
整
基
金
の
令
和
５
年
度
末
残
高

は
79
．４
億
円
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
や

物
価
高
騰
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

４
年
間
で
2.7
億
円
増
加
し
て
い
る
。
財

政
が
厳
し
い
と
い
う
市
の
見
解
と
は
相

反
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

必
要
な
事
業
に
予
算
措
置
し
、
着

実
に
実
施
し
た
結
果
の
黒
字
額

で
あ
り
、
適
正
な
範
囲
と
考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
財

政
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
決
算
剰
余
金
の

半
分
を
積
み
立
て
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
た
国
の

指
針
に
基
づ
き
、
不
測
の
事
態
に
備
え

積
み
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

答
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市
議
会

だ
よ
り

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
積
極
的
に
市
内

業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

決
算
額
は
８
億
８
，４
２
０
万
２
，

９
３
１
円
で
あ
り
、
決
算
額
を

基
に
し
た
業
者
割
合
は
、
市
内
業
者

15
％
、
市
外
業
者
42
％
、
大
阪
府
学
校

給
食
会
43
％
で
あ
っ
た
。
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
、
茨
木
産
の
食
材
に
つ

い
て
は
市
内
業
者
か
ら
積
極
的
に
調
達

し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
亡
く
な
っ
た
方
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を

一
つ
の
窓
口
で
行
う
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
の
問
い
合
わ
せ
件
数
お
よ
び
利
用
件

数
、
利
用
率
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
市
の
評
価
は
。

問
い
合
わ
せ
件
数
は
９
８
９
件
、

利
用
件
数
は
１
，５
１
７
件
で
あ

り
、
１
日
８
枠
の
利
用
枠
に
対
し
、
年

間
の
平
均
利
用
率
は
78

．4
％
で
あ
っ

た
。
利
用
が
多
か
っ
た
の
は
１
月
、
２

月
、
３
月
で
、
各
月
の
利
用
率
は
96

．

1
％
、
96

．7
％
、
91

．9
％
で
あ
る
。

利
用
者
か
ら
は
感
謝
の
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
お
り
、
利
便
性
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

府
の
準
農
家
制
度
（
※
）
廃
止

に
伴
い
、
令
和
５
年
度
に
本
市

問 地
域
農
家
制
度
に
つ
い
て

給
食
用
物
資
の
購
入
費
の
決
算

額
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
市
内

業
者
と
市
外
業
者
の
割
合
は
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
か
。
地
産
地
消
や
地
域
産
業

（単位：円）
会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　引
一 般 会 計 119,735,018,297 117,538,227,108 2,196,791,189

特
別
会
計

財 産 区 5,645,936,846 250,092,454 5,395,844,392
国 民 健 康 保 険 事 業 27,420,603,944 26,703,875,837 716,728,107
後期高齢者医療事業 5,148,161,658 4,947,054,370 201,107,288
介 護 保 険 事 業 22,483,672,074 22,147,079,669 336,592,405
合 計 180,433,392,819 171,586,329,438 8,847,063,381
下水道等事業会計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,044,266,530 6,376,458,824 667,807,706

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,934,347,044 5,236,068,474 698,278,570

[ 令和５年度各会計別歳入歳出決算額］[ 令和５年度各会計別歳入歳出決算額］

答

問 学
校
給
食
用
物
資
の
購
入
に
つ
い
て

問答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
実
績
と
評
価
は

（※）大阪府準農家制度： 小規模な農地で新たに農業を営むことを目指す人を対象に、府が農地利用や技術指導
などの支援を行う制度。

翌年度に繰り越す財源1,015,639,661 円を含む

（※）

（※）

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

独
自
の
制
度
の
設
計
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
府
制
度
と
の
違
い
や
、
工

夫
し
た
点
は
何
か
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
に
お
い
て
府
制
度
に
よ
り
市
内
で
営

農
す
る
方
は
何
人
い
た
の
か
。

府
制
度
で
は
、
基
本
的
に
書
類

審
査
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
が
、

本
市
制
度
で
は
指
導
員
と
の
面
談
や
、

茨
木
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

で
の
協
議
に
よ
り
知
識
や
技
術
の
確
認

を
行
う
ほ
か
、
受
入
れ
地
域
に
溶
け
込

め
る
よ
う
、
認
定
要
件
に
地
域
と
の
交

流
を
重
視
す
る
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。

府
制
度
に
よ
り
市
内
農
地
で
営
農
す
る

方
は
令
和
５
年
度
末
で
30
人
で
あ
っ
た
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
お
よ
び
５
年
度
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
事
業
に
お
け

る
歳
入
額
が
、
事
務
報
告
書
で
は
、
令

和
５
年
度
の
投
影
回
数
が
２
６
８
回
、

利
用
者
数
が
６
，９
８
４
人
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
か
ら
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
お
に
ク
ル
へ
移
転
後
の
状
況
か

ら
は
考
え
に
く
い
が
、
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
移
転
後
に
実
施
し
た
新
た
な
事

業
は
あ
る
か
。

歳
入
額
は
、
令
和
４
年
度
は
観

覧
料
収
入
が
約
44
万
円
、
５
年

度
は
観
覧
料
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等

の
収
入
を
合
わ
せ
て
約
３
７
９
万
円
で

あ
る
。
事
務
報
告
書
で
は
指
定
管
理
者

の
運
営
と
な
っ
た
移
転
後
の
数
字
は
含

ん
で
お
ら
ず
、
含
め
た
場
合
は
５
３
９

回
、１
万
７
，２
６
２
人
と
な
る
。
ま
た
、

移
転
後
は
、
利
用
者
が
声
を
出
し
て
も

よ
い
投
影
時
間
の
設
定
や
、
科
学
に
親

し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問答

答
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一般会計決算討論
　９月 24日の本会議において賛成者多数で認定した「令和５年度大阪府茨木市一般会計決算」に
対する討論の要旨は、以下のとおりです。
賛成 【いばらき未来の会】 反対 【日本共産党】

　
反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
前
年
度
と
比
べ
市
税
収
入
が
12
．２
億
円
の
増
と
い
う
財
政
状
況

に
あ
り
な
が
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
や
教
育
、
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
施
策
が
十
分
に

実
施
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
そ
の
結
果
、
11
．８
億
円
と
い
う
大
き
な
黒
字
を
計
上
す
る
な
ど
、
財

源
を
十
分
に
市
民
生
活
へ
還
元
す
る
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
、
市
民
生
活
の
支
援
が
第
一
義
的
課
題
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
何
ら
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
第
３
に
、
各
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
全
市
民
の
財
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
転

用
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隣
保
事
業
が
漫
然
と
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
第
４
に
、
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
事
務
事
業
見
直
し
に
よ
り
、
市
立
幼
稚
園

の
再
編
や
文
化
財
保
護
に
係
る
人
員
配
置
の
見
直
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
け
る
事
業
用
器
具
費
の

見
直
し
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
推
進
し
た
こ
と
。

　
第
５
に
、
間
借
り
学
童
保
育
室
に
対
す
る
抜
本
的
な
改
善
策
を
検
討
し
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
公

園
政
策
に
お
い
て
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
－
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
検
討
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
公
的
責
任
の
放
棄
、
後
退
と

し
て
看
過
で
き
ず
、
直
ち
に
方
針
転
換
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　
賛
成
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
２
回
に
わ
た
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
や
小
学
校
給
食
費
無
償
化
の
継
続
を
、
ま
た
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
な
ど
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
施
策
を
着
実
に
実
施
し
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
私
立
保
育
所
等
へ
の
建
設
補
助
や
、
学
童
保
育
室
の
整
備
等

の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
の
設
置
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
た
こ
と
。

　
第
３
に
、「
第
３
次
総
合
福
祉
計
画
」の
策
定
や
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
モ
デ
ル
実
施
な
ど
、

地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
た
ほ
か
、
人
権
課
題
に
つ
い
て
も
多
文
化
共
生

事
業
な
ど
課
題
解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
多
方
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
第
４
に
、
お
に
ク
ル
や
ダ
ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た
の
整
備
を
は
じ
め
、
元
茨
木
川
緑
地
の
リ
・
デ
ザ

イ
ン
、
J
R
総
持
寺
駅
周
辺
整
備
、
南
目
垣
・
東
野
々
宮
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
市
内
各
所
で

将
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
こ
と
。

　
第
５
に
、
市
債
の
残
高
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
財
源
と
し
て
適
切
に
活

用
し
、
一
方
で
こ
れ
ま
で
充
実
に
努
め
て
き
た
基
金
を
最
大
限
活
用
す
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
将
来
に
わ
た
り
支
え
る
計
画
的
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

９月定例会議決結果
（○：賛成、×：反対 )

大阪維新の会 公 明 党 自 由 民 主 党・絆 日本共産党 いばらき
未来の会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

萩
原　
　
佳

川
口　
元
気

円
藤
こ
ず
え

岩
本　
　
守

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

西
野　
貴
治

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本
　
睦
子

稲
葉
　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

専
決
処
分

専決処分につき承認を求めることに
ついて（令和６年度大阪府茨木市一
般会計補正予算（第２号 ))

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事
案
件

茨木市固定資産評価審査委員会委員
選任につき同意を求めることについ
て【北村百合子氏】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条　
　
　
例

茨木市市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

督促手数料廃止に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市国民健康保険条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 可決
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　9月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。
◎自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書

９月定例会議決結果
大阪維新の会 公 明 党 自 由 民 主 党・絆 日本共産党 いばらき

未来の会
会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

萩
原　
　
佳

川
口　
元
気

円
藤
こ
ず
え

岩
本　
　
守

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

西
野　
貴
治

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本
　
睦
子

稲
葉
　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

条
　
例

茨木市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の利用者負担等に関
する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決

茨木市待機児童保育室条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

茨木市有功者を定めることについて
【河井豊氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大阪府後期高齢者医療広域連合規約
の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大阪広域水道企業団の共同処理する
事務の変更及びこれに伴う大阪広域
水道企業団規約の変更に関する協議
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和５年度大阪府茨木市下水道等事
業会計未処分利益剰余金の処分につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について
市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の変更について（安威
川ダム周辺整備事業設計・施工業務）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（電子黒板（その
１)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（電子黒板（その
２)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（電子黒板（その
３)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（電子黒板（その
４)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決
　
　
　
算

令和５年度大阪府茨木市一般会計決
算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市財産区特別
会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市国民健康保
険事業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市後期高齢者
医療事業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市介護保険事
業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市下水道等事
業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和５年度大阪府茨木市水道事業会
計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

（○：賛成、×：反対 )

［一括採決］

{

◆議長（大阪維新の会：長谷川　浩議員）は採決に加わりません。
◆ 9月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

可決された意見書


